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Name of the instructor: 現代日本メディア文化論
Type of Class Arrangement: G

Course Description and Objectives: 
現代において日本文化は急速に変化しつつある。昨今しばしば話題となる「アニメ聖地巡礼」をはじめ、マンガやアニメ、ゲームなど、なんらかの虚構世界を含むコンテンツが実社会に影響を及ぼす事例が散見される。本講義ではデジタル記号論・メディアミックス論・技術哲学・コミュケーション論・観光社会学などをめぐる既存の研究蓄積をふまえながら、現代日本におけるメディア文化・コンテンツ文化の諸相を考えていくことになる。
本授業の目的は、現代における日本文化の急速な変化を理解するための視点を提示することにある。

【講義計画】
講義は2週間の予定。
第１日目　バックミラーのなかのメディア文化：メディアのデジタル化が意味するもの
第２日目　コミュニケーション学の基礎概念：お笑いから考えるコードとコンテクスト
第３日目　日本はいまだに高コンテクスト文化か：小津安二郎の「秋刀魚の味」を起点に
第４日目　ポストモダン的状況における文化の島宇宙化：ファッションと音楽を題材に
第５日目　ゲーム研究の最前線：テクノロジーによる「行為」のシミュレーション
第６日目　人はなぜゲームをするのか：日本における『三國志』ゲームの隆盛
第７日目　スマートフォンとは何か：「視覚に従属する触覚」がひきよせるリアリティ
第８日目：観光に憑依するハローキティ：コンテンツ文化／異文化への入口を考える

Topics: 記号、メディア、コミュニケーション、日本文化、テクノロジー、デジタル

Assessment:
　平常点（出席・毎回提出するコメントカード）および期末試験をもって評価する。

Required Readings:
　授業内で紹介予定。



